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と経済管理』(中国人民大学)第 3期 26-31頁”及び “李幇喜・藤森頼明 (2010)「固定















































尚，この章は，既発表査読付論文 “Bangxi Li (2011) Economic Durability of Fixed















『季刊経済理論』(経済理論学会誌)第 45巻第 2号 66-71頁”に一部加筆，修正を加え
たものである．
第 7章では，Sraffa-Fujimori方式を分析の枠組として中国経済に適用し，現段階










尚，この章は，早稲田大学大学院経済学研究科Working Paper “Bangxi Li (2011)
Estimation of Marginal Fixed Capital Coefficient and Wage-Profit Curves à la
von Neumann-Leontief: A Case Study of China’s Economy 1987-2000, Waseda
Economics Working Paper (WEWORP) Series, No.11-001” に一部加筆，修正を加え
たものである．
第 8章では，固定資本を一般的に含むMarx-Sraffa-von Neumann模型の枠組を
用いて理論的点検と応用計算を中心に分析を行った．(i)理論的には， Kantoroviq
模型と DOSSO模型とが原理的に同一である事を示した．(ii)中国経済への応用計算
では，第 7章で推計した中国の限界固定資本係数や公表された産業連関表等のデータ
を使用して，全ての消費財の生産が保証され所定の消費財比率の組数を最大化する様
な Kantoroviqの展望計画に依る多部門最適成長経路 (1995–2000年)の計算を政策
的評価として行った．(iii)固定資本・原材料に関して 2部門での計算を詳細にした計
算結果を得た．即ち，固定資本各部門の実際の成長経路は計画中間期に於ける固定資
本各部門の最適成長経路に概ね辿っている事から，固定資本の投資管理は適切に行な
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われていると云えるが，原材料に就いては，実際の成長経路は最適成長経路から上方
への乖離，消費財に就いては下方への乖離が生じている事が判った．
第 9章では，本論文の全体的なまとめとして，得られる主な結論及び残された課題
と今後の展望に就いて要約する．
最近の中国の「五ヶ年計画」の中では，経済を安定化させる為の「マクロ的制御」
という言葉がしばしば出ている．中国経済のより一層の発展に伴ない，経済の計画性
が不可欠になる．特に今後，今まで経済を牽引してきた固定資本投入への制御をより
一層の精密化が欠かせないのである．
中国経済は今後安定的成長を図る為，どの様なマクロ的制御政策を取っていくべき
か，或いは固定資本投入への制御はどんな手段で行うべきか等々の問題を理論的に解
明するのが急務である．固定資本の要素を含む複雑化したマクロ的制御理論の構築は
中国のより一層の経済発展に大いに貢献できるであろう．
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